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　会員の皆様お変わりなくお過ごしでしょうか。
　日頃より看護連盟活動にご理解とご協力を賜り心よりお礼申し上げます。
　この半年間、本当にいろんなことがありました。
　新型コロナウイルスの出現で、私たちは見えない敵との闘いに戸惑い、常にリスクと

対峙しながら頑張って職務を遂行してきました。そして今、全国的には第２波の到来ともいうべき事態とな
り、終息の見通しも立たず長期化しています。私たちは、今なお感染予防対策に万全を期すためにさらなる緊
張を強いられながら頑張っています。
　また、７月には九州の豪雨災害、山形においても実に53年ぶり最上川の氾濫に直面し甚大な被害が生じ、今
なお爪痕を残しています。紙面をお借りして被害にあわれた皆様に心からお見舞いを申し上げます。
　当連盟におきましてもこのコロナ禍により、事業の延期や中止など余儀なくされましたが、コロナウイルス
の収束の合間を見て会員皆様の施設を訪問し、慰労そしてコロナウイルス対応に関する課題や今後に向けた意
見の集約、連盟活動の周知をさせていただきました。本当にお忙しい中、快くお引き受けくださいました皆様
に感謝申し上げます。皆様から頂いたご意見やご要望等をしっかり受け止め、安心して職責を全うできるよう
各方面に働きかけていきます。
　日本看護連盟の新スローガン「届けよう看護の声を！私たちの未来へ」に向かって邁進していきます。
　また、みんなで喜びを語り合える日を夢見て‼

山形県看護連盟 会長　伊　藤　加代子

「届けよう看護の声を！私たちの未来へ」

面白山コスモスベルグ
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令和２年度　山形県看護連盟通常総会

令和２年度　第２回 合同役員会

開催日：令和２年６月８日㈪ 15時～ 16時　　会　場：山形県看護連盟事務所
出席者：739名　　　　　　 （出席者５名　議決権行使者79名　委任状655名）

開催日：令和２年７月28日㈫ 13：30～　　会　場：ＴＩＳカンファレンスセンター
出席者：10名　　　　

　コロナ禍のもと通常総会が書面議決という形で初めて開催され、議長　川窪のり子氏（篠田総合病院）

のもと議事進行がなされました。

＜報告事項　＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜審議事項＞
　報告１　令和元年度山形県看護連盟通常総会報告　　　第１号議案　令和２年度スローガン（案）

　報告２　令和元年度日本看護連盟主催会議報告　　　　第２号議案　令和２年度山形看護連盟活動計画（案）

　報告３　令和元年度山形県看護連盟主催会議報告　　　第３号議案　令和２年度予算（案）

　報告４　令和元年度活動報告　　　　　　　　　　　　第４号議案　山形県看護連盟規約一部改正の提案（案）

　報告５　令和元年度支部活動報告　　　　　　　　　　第５号議案　役員改選（案）

　報告６　令和元年度決算及び監査報告

　　以上、全ての報告事項は多数承認が得られ、全ての議案は賛成多数をもって可決されました。

　　（押印漏れの２件については無効とした）

　あいにくの天候の中、第２回合同役員会が開催されました。山形県看護連盟の入会状況、通常総会報告、

日本看護連盟の動向、各担当者支部活動報告がなされ、協会では、コロナ禍の中今後の活動の進め方など理

解の統一化を図り、会員拡大に向け一丸となって取り組んでいく事を再確認しました。

　今年度、山形済生会支部長をさせていただく事になりました。分からない事ばかりで大役

が務まるか不安ですが精一杯頑張りたいと思います。宜しくお願いします。今年は、新型コ

ロナ感染対策のため例年通りの集合研修が行えない等、制約を受けた中でのスタートとなり

ました。感染状況を見つつ先輩方に教えていただきながら活動していきたいと思います。

　また、感染対策に看護連盟の迅速な活動に大変感謝しております。そして、感染が一刻も

早く収束する事を願っております。看護連盟の活動を広く発信し会員拡大ができるよう取り組んで行きたい

と思います。

新支部長紹介 山形済生会支部長　三　宅　圭　子　
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 会員の連盟活動への理解を

深める

会員活動の活性化を図る

山形第１支部
長岡　咲子

 
 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

東北中央病院支部
佐藤香奈子

若手会員の連盟活動への

理解を深める

連盟活動の活性化を図る

山形済生会支部
三宅　圭子

連盟活動に参加し連盟の

役割を理解する

会員拡大を目指す

山形第２支部
村山　玲子

対象者に考慮した

働きかけを行い

会員数を増やす

篠田好生会支部
早坂　修子

自立した支部活動

施設連絡員と連携

し会員増を目指す

庄内最上支部
信夫　松子

会員拡大の目標を現状

維持65名とし活動を強

化する

置賜支部
竹田　和美

地域担当役員の協力の

もと、支部役員並びに

施設連絡員との連携を

図り会員拡大を目指す

舟山病院支部
高島　豊子

会員の連盟活動に対する

理解を深める

三友堂病院支部
寒河江裕子

支部役員活動の充実と、

会員への連盟活動の意義

の伝達

村山第１支部
森　圭子

自立した支部活動

会員拡大

会員の声を届ける

村山第２支部
五十嵐明美

会員に看護連盟の活動

を周知し会員拡大の環

境整備を行う

　令和２年度　
各支部は目標に
向かって活動中 ！
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　令和２年７月１日から８月11日にかけて県内42施設を訪問いたしました。
コロナ対応への激励メッセージ（手作りリース）を届けると共に、通常総会の
報告とお礼、コロナ対応に関する要望書提出、６月補正予算に関する事項、
ホームページリニューアル等情報提供させていただきました。又、看護管理者
の皆様から貴重なご意見を伺うことができ大変有意義な訪問となりました。

日本海総合病院
山形厚生病院

小白川至誠堂病院篠田総合病院

山形市立病院済生館

米沢市立病院 山形済生病院

公立置賜総合病院

施設訪問
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天童温泉篠田病院

県立河北病院 県立こども医療療育センター矢吹病院

みゆき会病院

新型コロナウイルス感染症の対応にあたっている医療従事者のご家族に
向けた病院長からの感謝のメッセージを紹介します。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 

県立こども医療療育センター サンシャイン大森 

天童温泉篠田病院 

おうちの人が　病院で働いている　きみへ

日本海総合病院　　院長　島貫　隆夫

きみも　元気で過ごしていることで
おうちの人の応援を　ありがとう
きみが　いてくれることで
おうちの人の力になっています

私も　おうちの人が安心して　お仕事できるように
がんばっていきます

病院のお仕事に
おうちの人の力をかしてくれて　ありがとう
おうちの人のおかげで
たくさんの人の健康が　守られています

サンシャイン大森
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山形県看護推進議員連盟との意見交換会
場所：県議事堂

　令和２年９月28日（月）当看護連盟は、山形県看護推進議員連盟会長伊藤重成氏、他

役員の皆様と意見交換会をおこないました。

　４、５月の要望書についてご尽力いただいたことへの感謝と施設訪問やアンケート調査

による新型コロナウイルス感染症に関する医療、介護、訪問看護・保健所の現場の声をお

伝えしました。また、６月補正予算の新型コロナウイルス関連の執行状況について説明を

お願いしました。

　意見交換の後、新型コロナウイルス感染症と季節性インフルエンザとの同時流行が懸念

されるため、今後の更なる対応策が山形県の施策として反映されるよう要望書を提出しま

した。
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山形県看護推進議員連盟に
　　　要望書を提出

　山形県看護連盟は、９月28日（月）に 

山形県看護推進議員連盟　伊藤会長へ 

要望書を提出いたしました。
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新型コロナウイルスに関する調査より（抜粋）

調査目的
　山形県では、３月末に新型コロナウイルス感染者が発生し、会員施設でも施設の役割に応じて

感染者を受け入れ感染対策に奮闘していた。そこで、新型コロナウイル対応について調査し実態

を知るとともに、現場の課題と要望を把握し今後の活動に生かす事を目的に調査を実施した。

＜結果　33病院について＞

１．入院患者数・・・・・・・・・・・・・・・・指定病院３施設で38名、後方病院２施設で10名以上

２．入院患者の延べ在院期間・・・・・・・・・・最短で18日間、最長で64日間

３．対応看護師の延べ数・・・・・・・・・・・・５施設で2000人
４．コロナ禍により休暇を取得した子育て期の看護職・・・・18人
５．感染者の対応に当たるため宿泊施設を利用した看護職・・26人
６．新型コロナウイルス対応を理由とする離職者・・・・・・ ０人

７．差別的発言や誹謗中傷があった・・・・・・・・・・・10病院

　　　　　　　　　　・保育園からの登園自粛、預かり拒否

　　　　　　　　　　・歯科医院からの診療拒否

　　　　　　　　　　・看護師の家族が職場で孤立

　　　　　　　　　　・夫が職場で「ウイルスを職場に持ち込まないで」と言われた

　　　　　　　　　　・感染者の出た病院の職員の家族が、会社から２週間の自宅待機命令

　　　　　　　　　　・感染病棟勤務者への他の職員からの嫌がらせ

　　　　　　　　　　・家族から「うつるから帰ってこないで」と言われ宿泊

　　　　　　　　　　・地域住民による不用意な発言　

８．行政への要望

　　・迅速な政策の決断と強いリーダーシップ　・感染疑い患者に対する診療報酬上の対象拡大

　　・ワクチン・治療薬の早期開発　　　　　　・すべての医療機関に格差のない支援　　　　　

　　・認知症患者や精神科患者が陽性となった場合の対応について明らかにして欲しい

　　・十分な検査体制と検査のハードルを下げて欲しい（従事した職員の検査を可能に）

　　・医療従事者に対する差別偏見、誹謗中傷対策と感染者の退院後の地域生活の継続支援

９．当連盟に対する意見・要望

　　・ 看護協会と連携しメディアを通じて医療現場の大変さをＰＲできたのは、広く理解が深まり現場スタッフの

励みとなった

　　・看護協会と連携して、県に要望書を提出していただき感謝します

　　・現場の声を届け続け、働く環境改善につながればよいと思う

調査方法
　会員施設の看護代表者に６月中旬に調

査用紙を発送、７月に実施した施設訪問

時に回収した。（感染対策は継続されてお

り数値的データは調査用紙の記載日によ

り異なる事からあくまでも参考値である）

「ねぎらい

の言葉を沢

山いただい

ている」と

言う病院も

あった

それぞれの医療機関として役割発揮は

もちろん、保健所の調整のもと、地域

の医療機関が連携して診療体制の維持

やＰＣＲ検査の検体採取を分担して実

施。また、多くの病院が患者や住民へ

の情報提供に力を入れていた

　本調査にご協力いただきました会員施設の看護代表者様に、心より感謝申し上げます。本調査では、
「新型コロナウイルス対応で取り組んだこと、重要なこと」「対応で困ったこと、苦労したこと」「今後の
備えで重要なこと」等についても質問し、貴重な意見が多く寄せられました。調査結果の概要をホーム 
ページに掲載いたします。



青年部だより 
      

令和２年度の活動目標 

   ＜青年部委員会活動の活性化＞ 
１． ポリナビの開催 

２． 委員会活動の PR 

３． 委員としてのスキルアップ 
 
 

   
 委員長                 副委員長                副委員長 

          佐藤  陸             佐藤 圭汰             木村佳菜絵      

         （篠田総合病院）            （三友堂病院）             （東北中央病院） 

          

委員長は今年で 2年目になり        今年はコロナの影響で予定         看護師や看護学生の皆さんに 

    ます。まだまだ分からない事       のポリナビが延期となりまし        看護連盟の活動に関心を持っ 

    が多いですが一生懸命頑張り       た。来年開催に向け更に良い        てもらえるよう活動して行き 

    ますので宜しくお願いします。      ものができるよう頑張ります。       たいと思います。 

                        

       

    委 員                                    委 員 

          早川 佳奈                                  金子 直未       

         （東北中央病院）                               （寒河江市立病院） 

    

     多くの人達にもっと看護連                             趣味のライブや夏フェスに行 

    盟の活動を知ってもらえるよ                          けず悲しい毎日ですが、コロナ 

    うに頑張りたいと思います。                          に負けずに頑張ります。 

 

 

     

 委 員                委 員                             委 員 

髙梨 椋平             坂野 彩              丸岡 瑛子      

                   （米沢市立病院）          （順仁堂遊佐病院）  

（三友堂リハビリテーションセンター） 

    今年から青年部委員会に参       今年で 2年目です。まだまだ         看護連盟活動に興味や関心を 

    加させていただく事になり若      勉強させていただきながらの活      持っていただけるよう活動の周     

     輩者ではありますが精一杯活      動ですが、少しでも青年部委員      知にこれからも尽力して行きた 

    動に参加させていただきます。     会を身近に感じていただけるよ      い。看護現場における課題など 

                     う頑張ります。             意識を持って業務にあたりたい。    

  

 

令和２年度 
青年部委員紹介 

委員会活動報告 
7 月 14日（火）第 1 回青年部委員会  
9 月 8 日（火）第 2 回青年部委員会 

＊コロナ禍により、２か月遅れの委員会開催とな
りました。ポリナビの開催は延期としました。
当面は、全国や北海道東北ブロックの青年部と
の意見交換に取り組むとともに、委員のプレゼ
ンテーション力を高める活動をしていきます。

＜お知らせ＞
　・日本看護連盟青年部活性化委員会の「ありがとうにありがとうプロジェクト」の動画が、ユーチューブで配信
　　されています。
　・９月19日（土）北海道・東北ブロック青年部意見交換が、オンラインで開催されました。
　・山形県看護連盟ホームページの「青年部活動報告」もぜひご覧ください。
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　コロナ禍のもと、各種事業が制約を受け、開催が難しい状況が続いております。また猛暑日が続き体調
を崩された方はいらっしゃまいせんでしたか。ソーシャルディスタンスを保ち、手洗い、うがい、そして
十分な睡眠、バランス良い食事などに努め免疫力アップを図り、この状況を乗り越えていきましょう‼

（お問合せ先）TEL 0258-33-3208
FAX 0258-33-3210

医療従事者の皆さま 本当にお疲れ様です。感謝致します。

MRTM ネックレスGFホルミシスパッド
GFホルミックマルチピロー

家庭用ラジウム温浴器GTR
GF HOLMIC Outlast KET Ⅱ

低放射線ホルミシス製品で免疫力アップ！

Life 100 years old Health support company

グランドフェザー新潟

人生100歳 健康応援企業

2020 年度2020 年度

◎正会員
　・公益社団法人山形県看護協会会員の方
　会費8,000円（本部会費5,000円　県会費3,000円）
◎特別会員
　・正会員であった方で就業せず公益社団法人山形県看護協会会員でない方
　会費8,000円（本部会費5,000円　県会費3,000円）

◎紅の会会員
　・未就業の概ね65歳以上の看護職で、公益社団法人山形県看護協会会員でない方
　会費　2,000円
◎賛助会員
　・当連盟の趣旨に賛同いただける看護職以外の個人又は団体
　会費　1,000円（一口）
◎学生会員
　・看護学生で当連盟の趣旨に賛同いただける方
　会費　無　料

あなたの入会が看護連盟活動を支えます。
看護連盟は代表議員を支援し看護問題解決のため共に
努力し、国民の健康と福祉の向上を目指し活動して
います。

編 集

後 記

今後の予定

令和２年10月
17日(土)

2020年度全国
青年部代表者会

議

リモート会議　各都
道府県連盟事務所

令和２年11月30
日(月)

日本看護連盟通常
総会

東京プリンスホテ
ル

令和２年11月14日(土)令和２年度第３回合同役員会TISカンファレンスセンター

令和2年11月21日（土
）～22日（日）

第７回日本看護連盟

北海道・東北ブロック

看護管理者看護教育者等
政策セミナー

ホテルメトロポリタ
ン山形

令和２年10月22日(木)
第１回北海道・東北ブロック戦略会議

仙台ガーデンパレス


